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　世界と社会の変化のスピードが増している。年内にも新しい元号が発表され，「平成」
は天皇陛下の退位により，あと 1年余りで 30 年余の歴史に幕を閉じる。
　新しい時代への移行期を迎える中で，本年度「学苑」の掉尾を飾る 3月号をお届けする。
本号は，学科の枠を超えて投稿できる「普通号」の性質を有しており，かつ，各研究者の
年度の集大成としての研究成果を発表する場ともなっているので，毎年，掲載されている
内容は，多彩なラインアップで読み応えたっぷりとなっている。心血を注いだ力作揃いの
論文，緻密な資料紹介，ユニークな研究余滴，新刊紹介を是非とも一読していただきたい。
　一方，研究や論文執筆が進まず，壁にぶつかっている人もいるだろう。予期せぬ事態に
遭遇して，心ならずも論文提出を掲載期限までに書き終えられなくて，諦めるという決断
を迫られた人もいるだろう。しかし，行動レベルでの諦めと目標レベルでの諦めとでは性
質が根本的に異なる。安直に諦めるのは，決して良くない。目に見える成果が出せなかっ
ただけで，くじけて弱気になり，自信を失ったりするのは敗北である。そうではなく，常
に前向きに「今，自分にできる最大限のことをやろう」とする強い心の姿勢さえ失わなけ
れば，それは無駄な損失や失敗ではなく，次へ進む原動力となり，必ず研究成果として結
実する日が来ることは間違いないのだ。
　話題がやや広がってしまうが，近年，発表された研究論文の投稿数や引用される論文数
といった各種指標でみると，欧米諸国や中国に比べてわが国だけが，2015 年までの 10 年
間で減少しているという。これが影響しているかどうかはわからないが，最近では，短期
間ですぐ役に立つような，成果重視に対応するために提出される論文が増えているように
思える。このような傾向は，研究者たちを疲弊させていき，むしろ結果として論文の質は
低下し量は減少していく。こうしたことを考え合わせても，学術の向上につながる短期間
で成果が出にくい研究は絶対に必要である。
　「IO比」という言葉がある。Iはインプット，Oはアウトプットのこと。例えば，先行
研究論文 100 本を読んで 1つの論文を仕上げれば，IO比は 100 対 1 となる。IO比が 1対
1に近づくほど，論文の内容は中身が薄く盗作に近くなる。一方，「その圧縮比が高いほど，
情報がたくさん詰まったいいものが書ける」（立花隆ほか共著「読む力・聴く力」岩波現代文庫）
ことになる。論文を仕上げることにも IO比は，確実に当てはまるだろう。
　ともあれ，人は他者を通して，自分を認識できる。孤立すれば自己を見失う。論文提出
は地道な作業ではあるが，研究者は「文字・活字」を通してコミュニケーションを図る。
研究者が成果を公開して，自ら発信する力は，これまで以上に求められている。それは，
研究者の陥りがちな，自分さえ良ければという利己主義を克服することによって達成でき
るのである。
　ポジティブで積極志向が強すぎるといわれるかもしれないが，苦しいことがあっても「あ
の論文に出会えたから乗り越えられた」，この新鮮な感覚を自他ともに味わえるよう，こ
れからも IO比の密度の濃い論文掲載活動に励み続けていきたい。（古）
